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連 
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平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
（
金
曜
日
） 

出 
席 

議 

員 

（
二
十
六
名
） 

第   
一     

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

治 

晴 

議
員 

第   
三     

番 
 
 
 
 
 
 

池 

田 
 
 

清 

議
員 

第   

六     
番 

 
 
 
 
 
 

町 

田 

伍
一
郎 

議
員 

第   

七     
番 

 
 
 
 
 
 

小 

林 

義 

和 

議
員 

第 
 

八 
 

 

番 
 
 
 
 
 
 

原 

田 

誠 

之 

議
員 

第 
 

十    

番 
 
 
 
 
 
 

内 

山 

国 

男 

議
員 

第 

十
一   

番 
 
 
 
 
 
 

田 

中 

清 

隆 

議
員 

第 

十
二   

番 
 
 
 
 
 
 

石 

坂 

郁 

雄 

議
員 

第 

十
三 

 

番 
 
 
 
 
 
 

永 
井 

康 

彦 

議
員 

第 

十
四   

番 
 
 
 
 
 
 

豊 

田 
清 

寧  

議
員 

第 

十
七 

 

番 
 
 
 
 
 
 

西 

澤 

今
朝
人 

議
員 

第 

十
八   

番 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

英 

幸 
議
員 

第 

十
九 

 

番 
 
 
 
 
 
 

春 

日 
 
 

武 

議
員 

第 

二
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

円 

尾 

美
津
子 

議
員 

第 

二
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

越 
 
 

將 

俊 

議
員 

   

第 

二
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

本 

間 

卓 

夫  

議
員 

   

第 

二
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

黒 

岩 

喜
一
郎 

議
員 

 
 

第 

二
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

篠 

原 
 
 

誠 

議
員 

第 

二
十
五 

番 
 
 
 
 
 
 

清 

水 

嘉 

夫 

議
員 

第 

二
十
六 

番 
 
 
 
 
 
 

牛 

越 

富 

男 

議
員 

  

第 

二
十
八 

番 
 
 
 
 
 
 

福 

澤 

惠
美
子 

議
員 

   

第 

二
十
九 

番 
 
 
 
 
 
 

清 

水 

勝 

義 

議
員 

第 

三
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

渡 

辺 

康 

男  

議
員 

   

第 

三
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

良 

一 

議
員 

 
 

第 

三
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

堀 

内 

ま
ゆ
み 

議
員 
 
 

第 

三
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

山 

浦 

幸
一
郎 

議
員 

欠
席
議
員
（
八
名
） 

第   

二     

番 
 
 
 
 
 
 

寺 

沢 

小
百
合 

議
員 

第   

四     

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

紀
美
子 

議
員 

第   

五 
   

番 
 
 
 
 
 
 

三 

井 

経 

光 

議
員 

第 
 

九  
 

番 
 
 
 
 
 
 

松 

木 

茂 

盛 

議
員 

第 

十
五 

 

番 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

壽
三
郎 

議
員 

第 

十
六 

 

番 
 
 
 
 
 
 

田 

沢 

佑 

一 

議
員 

第 

二
十
七 

番   
 
 

      

松 

木 

昭 

一 

議
員 

第 

三
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

相 

澤 

龍 

右 

議
員 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
理
事
者 

広
域
連
合
長
（
長
野
市
長
） 

 
 

鷲 

澤 

正 

一  

君 

副
広
域
連
合
長 

 
 
 
 
 
 
 

酒 

井 
 
 

登  

君 

監
査
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

増 

山 

幸 

一 

君 

須
坂
市
副
市
長 

 
 
 
 
 
 
 

井 

上 

忠 

惠 

君 

理
事
（
千
曲
市
長
） 

 
 
 
 
 

近 

藤 

清
一
郎 

君 
坂
城
町
副
町
長 

 
 
 
 
 
 
 

栁 

澤 
 
 

哲 

君 
理
事
（
小
布
施
町
長
） 

 
 
 

 

市 

村 

良 

三 

君 
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理
事
（
高
山
村
長
） 

 
 
 
 
 

久
保
田 

勝 

士 

君 

信
州
新
町
副
町
長 

 
 
 
 
 
 

寺 

島 

幸 

一 

君 
信
濃
町
会
計
管
理
者 

 
 
 
 
 

須 

藤 

照 

雄 

君 
理
事
（
小
川
村
長
） 

 
 
 
 
 

大
日
方 

茂 

木 

君 

理
事
（
中
条
村
長
） 

 
 
 
 
 

久
保
田 

元 

夫 

君 

理
事
（
飯
綱
町
長
） 

 
 
 
 
 

遠 

山 

秀 

吉 

君 

公
務
の
た
め
欠
席
し
た
理
事
者 

理
事
（
須
坂
市
長
） 

 
 
 
 
 

三 

木 

正 

夫 

君 

理
事
（
坂
城
町
長
） 

 
 
 
 
 

中 

沢 
 
 

一 

君 

理
事
（
信
州
新
町
長
） 

 
 
 
 

中 

村 
 
 

靖 

君 

理
事
（
信
濃
町
長
） 

 
 
 
 
 

松 
木 

重 

博 

君 
 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

（
事 

務 

局 

職 

員
） 

 
 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉 

村 

俊 

計 

君 
 
 

事
務
局
次
長
兼
福
祉
課
長 
 
 
 

寺 

澤 

清 

充 

君 

事
務
局
次
長
兼
環
境
推
進
課
長 

 

中 

澤 

成 

夫 

君 
 
 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

島 

章 

夫 

君 
 
 

総
務
課
主
幹 
 
 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

秀 

晴 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
長 

 
 

土 

屋 

文 

治 

君 

総
務
課
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 

庭 

山 
 
 

透 

君 

福
祉
課
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 

山 

﨑 

幸 

孝 

君 
 
 

環
境
推
進
課
課
長
補
佐 

 
 
 
 

海 

沼 

健 

一 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

花 

形 

武 

彦 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

新 

井 

芳 

美 

さ
ん 

福
祉
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

中 

島 
 
 

威 

君 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

小 

池 

啓 

道 

君 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

宮 

澤 

洋 

一 

君 
 

 

職
務
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

 
 

総
務
課
主
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

順 

英 

君 
 
 

総
務
課
主
任 

 
 
 
 
 
 
 
 

藤 

澤 

美 

紀 

さ
ん 
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議 
 
 

事 
 
 

日 
 
 

程 
  

一 
開
会
、
開
議 

一 

会
期
の
決
定 

一 

議
席
の
指
定 

一 

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任 

一 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任 

 

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

一 

諸
般
の
報
告 

 

一 

議
案
第
八
号
上
程
、
理
事
者
説
明
、
決
定 

 

一 

承
認
第
一
号
上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
、
承
認 

一 

広
域
連
合
長
あ
い
さ
つ 

 

一 

閉
会 

  
 
 
 
 
 

午
後
三
時
三
十
分 

開
会 

  

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
出
席
議
員
数
は
二
十
六
名
で 

 

ご
ざ
い
ま
す
。 

    

よ
っ
て
、
会
議
の
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
、
平
成
二
十
一

年
七
月
長
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
を
開
会
致
し
ま
す
。 

 

  
 
 
 
 

午
後
三
時
三
十
一
分 

開
議 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

本
日
の
欠
席
通
告
議
員
は
、
二
番 

寺
沢
小
百
合
議
員
、
四
番 

小
林
紀
美
子
議

員
、
五
番 

三
井
経
光
議
員
、
九
番 

松
木
茂
盛
議
員
、
十
五
番 

佐
藤
壽
三
郎
議

員
、
十
六
番 

田
沢
佑
一
議
員
、
二
十
七
番 

松
木
昭
一
議
員
、
三
十
三
番 

相
澤

龍
右
議
員
の
八
名
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
致
し
ま
す
。 

 
 

本
臨
時
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
ま
し
た

結
果
、
本
日
一
日
と
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
致
し
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
の
と
お
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
了
承
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

広
域
連
合
議
員
に
一
部
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
議
席
の
指
定
を
議
題
と
致
し

ま
す
。 

 
 

議
長
か
ら
異
動
の
あ
っ
た
三
名
の
議
席
を
指
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 
○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

た
だ
今
御
着
席
の
氏
名
表
示
板
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
番
号
の
と
お
り
、
議
席
を

指
定
し
ま
す
。 

該
当
議
員
さ
ん
は
、お
手
元
の
名
簿
順
に
自
席
で
自
己
紹
介
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
十
九
番
の
春
日
武
議
員
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
 

（
十
九
番 

 

春
日 
武 
自
己
紹
介
） 

 
 

（
二
十
一
番 

越 

將
俊 
自
己
紹
介
） 

 
 

（
二
十
二
番 

本
間
卓
夫 

自
己
紹
介
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

続
い
て
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
を
行
い
ま
す
。 

本
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
委
員
会
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
議
長
か
ら

指
名
致
し
ま
す
。 

始
め
に
各
常
任
委
員
会
委
員
を
指
名
致
し
ま
す
。 

総
務
委
員
会
委
員
に
、
十
九
番 

春
日
武
議
員
、
二
十
一
番 

越
將
俊
議
員 
以

上
、
二
名
。 

福
祉
環
境
委
員
会
委
員
に
、
二
十
二
番 

本
間
卓
夫
議
員 

以
上
、
一
名
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
を
指
名
致
し
ま
す
。 

次
に
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
、
十
九
番 

春
日
武
議
員
、
二
十
一
番 

越
將

俊
議
員 

以
上
、
二
名
を
指
名
致
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
会
議
録
署
名
議
員
を
指
名
致
し
ま
す
。 

十
一
番 

田
中
清
隆
議
員
、
二
十
四
番 

篠
原
誠
議
員
、
以
上
、
二
名
の
方
を
御

指
名
致
し
ま
す
。 

こ
の
際
、
諸
般
の
報
告
を
致
し
ま
す
。 

 

監
査
委
員
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
三
月
分
か
ら
六
月
分
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
議
長
の
手
元
に
報
告
書
が
ま
い
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
報
告
致
し
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
議
事
に
入
り
ま
す
。 

始
め
に
、
議
案
第
八
号
「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 

理
事
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

広
域
連
合
長 

鷲
澤
正
一
君
。 

 

 

○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

本
日
こ
こ
に
、
平
成
二
十
一
年
七
月
長
野
広
域
連

合
議
会
臨
時
会
を
招
集
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
、
時
節
柄
何
か
と

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

平
成
二
十
一
年
度
も
早
い
も
の
で
四
箇
月
が
経
過
致
し
ま
す
が
、
私
共
、
本
連
合

に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
善
光
寺
御
開
帳
に
は
、
全
国
か
ら
史
上
最

高
と
な
る
六
百
七
十
三
万
人
の
大
勢
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 
 

こ
の
期
間
中
に
は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
が
国
内
に
も
出
た
こ
と
で
、

そ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
御
開
帳
期
間
中
に
は
、
長
野
で
の
感
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染
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
で
も
徐
々
に
感
染
が
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
万
全
を
期
し
て
対
処
し
て
参
り
ま
す
。 

な
お
、
本
連
合
の
主
要
な
業
務
で
あ
り
ま
す
高
齢
者
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
こ

の
対
策
と
し
て
六
月
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
発

生
の
状
況
な
ど
に
応
じ
た
、
予
防
・
準
備
・
応
急
・
復
旧
に
関
す
る
具
体
的
な
対
応

手
順
を
定
め
ま
し
た
。 

今
後
、
秋
以
降
に
流
行
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
者
へ
の
感
染
対
策
に
当
た
っ

て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
安
定
的
な
施
設
運
営
の
た
め
職
員
へ
の
感

染
予
防
に
つ
い
て
も
、
心
掛
け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
施
設
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
介
護
、
看
護
職
員
の
確
保
、
認
知
症
利

用
者
や
医
療
処
置
対
象
者
の
増
加
に
伴
う
運
営
体
制
の
再
構
築
な
ど
、
様
々
な
課
題

も
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
利
用
者
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
万
全
を
期
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
介
護
認
定
審
査
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
新
し
い
要
介
護
認
定
の
基
準
に
よ
る
、
六
月
ま
で
の
判
定
状
況
は
、
介
護
度
が

変
わ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
軽
度
に
判
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
非
該
当
と
な
る
ケ
ー
ス
の

割
合
が
以
前
よ
り
多
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
過
日
、
関
係
市
町
村
へ
こ
の
結
果
を

御
報
告
致
し
ま
し
た
。 

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
新
基
準
に
よ
る
判
定
の
軽
度
化
に
よ
り
、
従
来
の
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
へ
の
利
用
者
の
懸
念
に
配
慮
し
、
専
門
家
会
議

が
設
置
さ
れ
、
七
月
二
十
八
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
を
踏
ま
え
た
要
介
護
認
定

の
見
直
し
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
そ
の
内
容
の
周
知
・
研
修
を
実
施
し
た
う
え
で
、
十
月
一
日
以
降
に
、
見

直
さ
れ
た
方
式
に
よ
る
要
介
護
認
定
を
行
う
こ
と
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
野
市
に
建
設
す
る
Ａ
焼
却

施
設
の
環
境
影
響
評
価
に
係
る
、
建
設
候
補
地
周
辺
の
現
況
調
査
を
、
六
月
一
日
か

ら
着
手
致
し
ま
し
た
。 

 
 

現
況
調
査
は
、
約
一
年
間
を
か
け
て
大
気
・
水
質
・
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
及
び
自

然
環
境
等
の
調
査
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
後
、
施
設
の
建
設
・
稼
動
に
伴
う
予
測
評

価
を
行
な
い
、
結
果
に
つ
い
て
住
民
や
関
係
機
関
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

評
価
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
御
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、 

 

七
月
八
日
に
は
、
現
地
で
「
気
象
調
査
見
学
会
」
を
開
催
し
、
上
層
気
象
の
観
測
調

査
の
様
子
を
住
民
の
皆
様
に
実
際
に
御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
七
日
と

十
二
日
に
実
施
し
た
周
辺
の
交
通
量
調
査
で
は
、
住
民
の
有
志
の
方
に
も
調
査
員
と

し
て
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に
努
め
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
の
御
要
望
等
に

も
十
分
配
慮
し
、
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

須
坂
市
に
建
設
予
定
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
様
に
御
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
七
月
十
日
・
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
「
広
域
ご
み
処
理

と
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
」
を
須
坂
市
、
高
山
村
及
び
本
連
合
の
共
催

に
よ
り
開
催
致
し
ま
し
た
。
約
三
百
人
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
施
設
の
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
、
御
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
建
設
候
補
地
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
終
処
分
場
の
須
坂
市
、
Ｂ
焼

却
施
設
の
千
曲
市
と
も
懸
命
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
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本
連
合
と
致
し
ま
し
て
は
、
選
定
作
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
本
日
、
御
提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
案
件
は
、
監
査
委
員
の
選
任
案
件
の 

 

ほ
か
、
専
決
処
分
の
承
認
案
件
一
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
案
件
は
私
か
ら
、
専
決
処
分
の
承
認
案
件
に
つ
き

ま
し
て
は
、
副
広
域
連
合
長
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
何
卒
御
決
定
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
議
案
第
八
号
「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。 こ

れ
は
、
二
名
の
監
査
委
員
の
う
ち
、
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
御
就
任
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
高
波
謙
二
氏
が
、
六
月
十
五
日
を
も
っ
て
辞
職
さ
れ
た
た

め
、
後
任
の
委
員
と
し
て
、
長
野
市
差
出
南
一
丁
目
二
番
十
二
号 

増
山
幸
一
氏
を

選
任
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

御
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

増
山
氏
は
、
元
長
野
市
職
員
で
あ
り
、
総
務
部
長
を
最
後
に
御
退
職
の
後
、
社
会

福
祉
法
人
長
野
市
社
会
事
業
協
会
理
事
長
兼
常
務
理
事
を
経
て
、
現
在
は
、
長
野
市

代
表
監
査
委
員
に
就
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
、
御
同
意
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
致
し
ま
す
。 

 
 

本
件
に
関
し
て
は
、
質
疑
、
討
論
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
、
直
ち
に
採
決
に

は
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

採
決
に
は
い
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
件
を
原
案
の
と
お
り
選
任
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を

求
め
ま
す
。 

 

（
全
員
起
立
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

   

よ
っ
て
、本
件
は
原
案
の
と
お
り
選
任
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 
  
 

（
増
山
監
査
委
員
入
場
・
着
席
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

増
山
幸
一
監
査
委
員
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 
 
 

（
増
山
監
査
委
員 

あ
い
さ
つ
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

次
に
、
承
認
第
一
号
「
専
決
処
分
の
報
告
承
認
を
求
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め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
致
し
ま
す
。 

理
事
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

副
広
域
連
合
長 

酒
井
登
君
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
酒
井
登
君
） 

承
認
第
一
号
「
専
決
処
分
の
報
告
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
は
、「
長
野
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

こ
の
改
正
は
、
国
家
公
務
員
に
対
し
て
平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
に
つ
い
て
、
暫
定
的
に
減
額
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た 

た
め
、
本
連
合
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
国
に
準
じ
て
、
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
た

め
、
改
正
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当 

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
に
関
す
る
特
例
措
置
と
し
て
附
則
に
お
い
て
、
期
末 

手
当
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
現
行
百
分
の
百
四
十
を
百
分
の 

百
二
十
五
に
改
め
、
〇
・
一
五
月
の
減
と
し
、
再
任
用
職
員
は
、
同
条
第
二
項
の 

 
 

現
行
百
分
の
七
十
五
を
百
分
の
七
十
に
改
め
、
〇
・
〇
五
月
の
減
と
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
も
、
条
例
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
現
行 

 
 

百
分
の
七
十
五
を
百
分
の
七
十
に
改
め
、
〇
・
〇
五
月
の
減
と
し
、
再
任
用
職
員
は
、

同
項
第
二
号
の
現
行
百
分
の
三
十
五
を
百
分
の
三
十
に
改
め
、
〇
・
〇
五
月
の
減
と

し
ま
し
た
。 

よ
っ
て
、
両
手
当
を
併
せ
ま
し
て
、
〇
・
二
月
の
減
、
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

〇
・
一
月
の
減
と
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
施
行
期
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。 な

に
と
ぞ
御
承
認
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

本
件
に
関
し
て
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

  
 
 
 

（
八
番 

原
田
誠
之
議
員 

挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

原
田
誠
之
議
員
。 

 

○
八
番
（
原
田
誠
之
議
員
） 

八
番 

原
田
で
す
。 

一
点
質
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
期
末
手
当
と
勤
勉
手
当
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
連
合
職
員
が
何
人
で
、
全
体
で
い
く
ら
の
減
額
に
な
る
の
か
、
お

聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
吉
村
俊
計
事
務
局
長 

挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

吉
村
事
務
局
長
。 
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○
事
務
局
長
（
吉
村
俊
計
君
） 

連
合
職
員
は
全
部
で
百
八
十
二
名
。
そ
し
て
、
金
額

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
千
百
十
五
万
九
千
四
百
三
十
二
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
（
八
番 

原
田
誠
之
議
員 

挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

原
田
誠
之
議
員
。 

 

○
八
番
（
原
田
誠
之
議
員
） 
意
見
を
含
め
て
発
言
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
今
の 

 

連
合
職
員
全
体
で
約
千
百
万
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
先
月
で
あ
り
ま
す
か
ら
、 

 

既
に
も
う
実
行
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は 

『
減
額
さ
れ
て
大
変
だ
。』
と
言
う
声
が
当
然
聞
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
人
事
院
勧
告
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
民
間
給
与
の
年
間
の
動
向
を
き
ち
ん
と

つ
か
ん
だ
あ
と
に
、
勧
告
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
は
そ
う
い
う

順
序
に
従
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
臨
時
の
人
事
院
勧
告
と
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
し
て
、
よ
っ
て
、
全
国
的
に
は
こ
の
国
の
基
準
に
基
づ
い
た
内
容
で
実
行

し
て
い
な
い
自
治
体
も
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
与
党
内
で
も
同
様
の
こ
と
か
ら
、
異
存
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
だ
け
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
職
員
の
給
与
を
削
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
国
全
体
の
購
買
力
も
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
当
然
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

暮
ら
し
が
大
変
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
国
民
多
数
か
ら
厳
し
い
批
判
が
集
中

し
ま
し
た
焼
け
石
に
水
の
定
額
給
付
金
を
二
兆
円
程
や
り
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
生

か
さ
れ
て
い
な
い
。 

そ
れ
よ
り
も
き
ち
ん
と
し
た
、
皆
さ
ん
の
給
与
を
し
っ
か
り
継
続
し
、
更
に
民
間

の
給
与
を
引
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
逆
行
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
し
か
も
全
体
と
す
れ
ば
、
日
本
中
の

国
家
公
務
員
の
給
与
全
体
で
見
れ
ば
約
六
百
万
人
お
り
ま
す
の
で
、
ざ
っ
と
計
算
し

て
四
千
億
円
ぐ
ら
い
が
減
額
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
き
わ
め
て
日
本
の
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
一
環
で
、
百
八
十
二
人
、
千
百
万
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は

す
べ
き
で
な
い
と
い
う
意
味
を
含
め
て
、
承
認
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
反
対
を
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

そ
れ
で
は
、
進
行
致
し
ま
す
。 

以
上
で
、
質
疑
を
終
決
致
し
ま
す
。 

お
諮
り
致
し
ま
す
。 

本
件
に
関
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

採
決
に
は
い
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

承
認
第
一
号
「
専
決
処
分
の
報
告
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
本
件
を
原
案

の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 
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（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

賛
成
多
数
と
認
め
ま
す
。 

   

よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
議
会
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
審
議
は
全
て

終
了
致
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
広
域
連
合
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
可
し

ま
す
。 

 

広
域
連
合
長 

鷲
澤
正
一
君
。 

 ○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

七
月
長
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
の
閉
会
に
当
た

り
ま
し
て
、
御
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
日
提
出
致
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
原
案
ど
お
り
御
同
意
及
び
御
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
本
連
合
を
組
織
す
る
関
係
市
町
村
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
広

域
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

一
段
と
、
暑
さ
が
厳
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

議
員
の
皆
様
に
は
、
健
康
に
十
分
御
留
意
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
の
発

展
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、

御
礼
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
議
員
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
一
年
七
月
長
野
広

域
連
合
議
会
臨
時
会
を
閉
会
致
し
ま
す
。 

御
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   
 

午
後
三
時
五
十
二
分 
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地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る
。 

 

平
成
二
十
一
年
九
月
三
日 

     

議 
 
 
 
 

長 
 
 
 

町 
 

田 
 

伍 

一 

郎 
  

署 

名 

議 

員 
 
 
 

田 
 

中 
 

清 
 

隆 
  

署 

名 
議 

員 
 
 
 

篠 
 

原 
 
 
 
 

誠 


